








































（粟島浦村 2016b）。同島が形成する粟島浦村の人口は 370 で，自治体としては






















 『中央公論』2014 年 6 月号に掲載された日本創生会議・人口減少問題検討分科
会の提言は，衝撃をもって迎えられた３）。国立社会保障・人口問題研究所（社人
研）の推計（2013（平成 25）年 3 月）によれば，日本の人口は 2050 年に約 9708




行していくとみられている（増田 2014, p. 31）。仮に今後も人口移動が収束しな
かった場合 2010 年から 40 年までの間に「20～39 歳の女性人口」が 5 割以下に減
少すると推計される 896 自治体を，提言は「消滅可能性都市」と，うち 523 自治
体は人口が 1 万人未満となり「消滅可能性が高い」と発表したのである。 
- 77 - 
 第二次安倍改造内閣（2014 年 9 月 3 日発足）が目玉政策の一つとして掲げた「地
方創生」には，その影響が色濃くうかがえる。同内閣発足日付の閣議決定４）によ
り「まち・ひと・しごと創生本部」を設置して基本法等の整備を進め，同年（2014
年）11 月 21 日に「まち・ひと・しごと創生法」「改正地域再生法」が成立。同年








 粟島は，新潟県村上市から北西に約 35km の日本海上に位置する。東西 4.4km，
南北 6km，周囲 23km の小島は，全域が県立自然公園「瀬波笹川流れ粟島」に含
まれ，島には豊かな自然が広がっている。島にアクセスする方法は，本土の岩船港
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に，西海岸部に釜谷という集落があり，島全体で粟島浦村という行政単位を維持し
ている。 
 第 1 図は粟島浦村の人口推移である。国勢調査によれば，粟島の人口は 1955 年
の 885 人をピークに，1960 年以降減少に転じた（粟島浦村 2016a, p. 7）。一方
で第 2 図のグラフは，社人研による今後の人口推定である。先の「増田レポート」




 そこで粟島では，外部人材の支援を 2015（平成 27）年から受け，これまでの取
り組みを踏まえつつ，粟島創生へのさらなる取り組みを進めた７）。そして，2016
（平成 28）年度以降を「粟島創生の第二段階」と捉え，2015 年度中に人口ビジョ 
 
 
第 2 図 粟島浦村の推計人口 
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総人口 推計人口（社人研） 人口ビジョン 












 粟島版人口ビジョンの特徴は，国が掲げた地方創生の 3 つの軸（まち・ひと・し
ごと）に加えて，「まなび」を，4 つ目の軸に位置づけていることである。「教育
環境の整備が，村民が安心して定住するとともに，U ターン者，I ターン者を獲得















 粟島を訪れる観光客の数は年間 2 万人を超えている。しかし，この数字も最盛期
と比べると半数ほどにまで落ち込んでいる（粟島浦村 2016a）。観光客数の正確
な推移は不明だが，山田（2007）は粟島汽船から提供された資料にもとづいて，
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定期連絡船の総旅客数が 1992年のピークを境に減少し続けていることを指摘して
いる（pp. 192-193）。しかしそれでも 2012 年の島の観光業による総売上は約 2
億円で，粟島で最も付加価値額（粗利）が大きな産業であり，雇用への貢献が大き
な産業でもある（粟島浦村 2016b, p. 4）。 
 雇用創出に貢献しているのは，具体的には宿泊（民宿）業である。しかしこの宿
泊業も現在危機に瀕していることが指摘されている。2015 年 9 月時点での民宿の
数は 33 軒であり，最盛期には 70 軒台であったものが半減した（村役場総合政策
室の調べによる）。そのうえ従事者の高齢化によって，2040 年には従事者数や民
宿数が現状のさらに半減程度になる恐れがあるという（粟島浦村 2016b, p. 6）。
営業している 33 軒のうち，60 歳以上の経営者による民宿が 14 軒あり，中には後
継者が決まっていない民宿がある。これらの民宿を廃業させないで雇用を確保する
ことが課題である。仮に先の 14 軒が廃業すると，約 300 名近くの収容人数減とな
る。民宿の減少は，島の雇用力の減少と観光客減という，二重のデメリットをもた
らしてしまうことから，民宿の維持は観光業にとって死活問題なのである。 
 このような現状の分析を行った後，人口ビジョンの中で 3 つのシナリオが示され
た。その後の協議会などでの検討を経て，「2040 年の目標人口を 300 人」に定め
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ことを通じて住民の豊かさを実現していくことが核となります」（p. 8）として，













 柱のもとには具体的には 5 つの施策が示され，それぞれの施策の方向性と内容
（構成事業）。 




第 3 図 粟島版総合戦略の構造 
粟島浦村, 2016b, p. 8 より引用 

































































 粟島版総合戦略に基づいて 2016 年度から事業化に取り組んでいる「あわしま自 
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第 2 表 あわしま自然体験学校 体験プログラム 
※1 税別、大人･子ども一律  ※2 保護者同伴であれば小学生未満の参加も可 
（あわしま自然体験学校（2017）より筆者作成） 
 
 事業化に着手して最初の具体的な取り組みとして，2016 年 8 月に「あわしま自
然体験教室」と称し穴釣りとシーカヤック体験などを提供した（あわしま自然体験
学校 2016）。活動の様子は Facebook ページ 11）などで発信され，8 月中の実績は
のべ 300 人を超える上々の滑り出しであった。 
 観光シーズンを終えてからは，実施体制の更なる整備を進めた。島は 5 月の島び
らきから 10 月までが観光シーズンで，シーカヤックなどあわしま自然体験学校の
プログラムは時期の制約を受ける。シーズン外には一部の民宿や土産物屋は営業し
ていない場合もある。年度末の 2017 年 3 月にあわしま自然体験学校がまとめたプ
ログラムは，第 2 表の 6 つとなっている（あわしま自然体験学校 2017）12）。 
 なかでも，②粟島名物！わっぱ煮作り体験と⑤穴釣り体験については，先に言及

















費用 3,500 円※1 2,000 円※1 2,500 円※1 1,000 円※1 1,500 円※1 1,200 円※1 
所要 
時間 




2 名 4 名 2 名 4 名 2 名 2 名 
最大 
定員 
7 名 20 名 10 名 10 名 10 名 10 名 
開催 
時期 
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体験の所要時間 90 分 
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シュノーケリング体験 ／ 釣り入門教室 ／ トレッキング体験 ／ 
郷土料理作り体験 ／ テゴ編み(伝統工芸)作り体験 ／ 
竹林整備・クラフト作り体験 ／ 漁師さんのお手伝い体験 ／ 
農業体験 ／ 海塩作り体験 ／ 海の環境保全学習 ／ 
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 政策文書にはじめて「グリーン・ツーリズム」が登場するのは，農林水産省の「新







の方向」を示したものとされる（宮崎 2002, p. 2）。それゆえ，マス・ツーリズム
にたいするオルタナティブ・ツーリズムの総称あるいはそのなかのひとつとして，









 粟島では 2000 年代からグリーン・ツーリズムのパッケージ化に取り組んできた










（2007 年 9 月 8 日～9 日）を紹介し，粟島のグリーン・ツーリズムの方向性を検
討した。山田の調査以降も，同様の企画はあり，例えば毎年開催している新潟県グ 
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第 4 表 新潟県グリーン・ツーリズム大会 in 村上・関川・粟島における粟島ツアー 
大会チラシをもとに筆者作成 
 
リーン・ツーリズム大会。2013 年は村上市・関川村・粟島浦村の村上地域 3 市村
が一体となって「新潟県グリーン・ツーリズム大会 in 村上・関川・粟島」を開催
した 13）。2013 年の大会は 10 月 16～18 日の 3 日間で開催され，うち二日目と三
日目（17～18 日）に粟島まるごと探検＆伝統のタコ獲り体験（粟島浦村）が実施
された（第 4 表）。 
 もうひとつの大きな動きとしては，2008（平成 20）年から「子ども農山漁村交
流プロジェクト」が始まった。同プロジェクトは，総務省，文部科学省，農林水産
省の 3 省が連携して，公立小学 5 年生の農産業村での長期宿泊体験活動を推進す
るものであった。新潟県も上越市，阿賀町，妙高市，佐渡市，魚沼市などが受け入
れモデル地域に指定された（2008～09 年度）。 
 2011 年には，粟島でもはじめて修学旅行生を受け入れた 14）。しかしここでの旅
行スケジュールを見てみると，粟島における体験はあくまでも村上市との抱き合わ








2 日目 3 日目 
8:30 宿（村上市）出発 8:30 宿出発 
10:30 岩船港発（普通船） 9:00 粟島で体験（伝統のタコ獲り体験） 
12:00 粟島港着 11:30 昼食 




16:00 体験終了，宿へ移動 入浴・休憩 14:25 岩船港着 
18:30 地元の方々と交流会 14:40 ふれあいセンター着 解散 
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第 5 表 新潟市立濁川小学校の修学旅行 


















1 日目 2 日目 














17:00 粟島港着 14:30 瀬波温泉散策・買い物 
18:30 各民宿へ移動 15:30 帰路 
  16:30 学校着 
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第 6 表 早起きは三文の得！粟島満喫ツアー 




























































協会である 16）。会員数は 2016 年 8 月時点で 61，村役場，漁協，粟島汽船が主た
































































































４）まち・ひと・しごと創生本部の設置について（平成 26 年 9 月 3 日閣議決定） 
  http://www.kantei.go.jp/jp/singi/sousei/info/pdf/konkyo_sankou2.pdf  
５）まち・ひと・しごと創生長期ビジョン―国民の「認識の共有」と「未来への選
択」を目指して―（平成 26 年 12 月 27 日閣議決定） 
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/sousei/info/pdf/20141227siryou3.pdf  
まち・ひと・しごと創生戦略（平成 26 年 12 月 27 日閣議決定） 
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/sousei/info/pdf/20141227siryou5.pdf  
６）都道府県まち・ひと・しごと創生総合戦略および市町村まち・ひと・しごと創




受け入れた（地域総合整備財団 2016, 2017; まち・ひと・しごと創生本部 2016, 
2017）。 
８）粟島は，地域再生計画第 22 回の認定をうけ，2012 年度から 2014 年度にかけ
て「島全体が学びの場。学び方，働き方，暮らし方を学ぶ場として，地域が変
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が記された。 
11）https://www.facebook.com/awashima.time/ を参照。 
12）2017 年 1 月には，「あわしま自然体験学校ガイドブック」も作成された。 
http://www.green2rhythm.jp/news/?cd=207  
13）内容はチラシおよび，にいがた教育体験旅行ニュース 2013 年夏号による。 
http://www.pref.niigata.lg.jp/HTML_Article/888/986/2013natsu1.pdf 
14）2011 年 7 月 7～8 日新潟市立濁川小学校の 6 年生 78 名が参加した。 
具体的には体験として，穴釣り／馬とのふれあいプログラム／イモの花もちづ
くりなどがおこなわれた。にいがた教育体験旅行ニュース 2011 年夏号 
http://www.green2rhythm.jp/data/news/f21314602007.pdf 
15）朝日新聞 2011 年 8 月 22 日朝刊 29 ページ（新潟全県）。馬を通じた環境教
育やホースセラピーに取り組むNPO法人インフォメーションセンターと協力
しておこなわれた。 
16）2016 年 8 月 29 日に，粟島観光協会への聞き取り調査を行った。 
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